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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物理量をセンシングし、その物理量を表すセンサデータを出力するセンサから、所定の
基準周期の所定数倍となるタイミングで、かつ、複数のサンプリング周期それぞれのタイ
ミングで、前記センサデータを取得する取得制御を行う取得制御部と、
　前記サンプリング周期を表す情報としてインデクスの系列を採用し、複数の前記センサ
データを取得したタイミングにおいて、そのタイミングが該当する前記サンプリング周期
を表す周期情報を、複数の前記インデクスの系列を圧縮して生成する生成部と、
　前記センサデータを、前記周期情報とともに出力する出力部と
　を備えるデータ処理装置。
【請求項２】
　前記取得制御部は、所定の基準周期の、所定の整数のべき乗倍の前記サンプリング周期
のタイミングで、前記センサデータを取得する取得制御を行う
　請求項１に記載のデータ処理装置。
【請求項３】
　前記取得制御部は、所定の基準周期の、２のべき乗倍の前記サンプリング周期のタイミ
ングで、前記センサデータを取得する取得制御を行う
　請求項２に記載のデータ処理装置。
【請求項４】
　前記生成部は、前記センサデータを取得したタイミングが該当する１つ以上の前記サン
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プリング周期のうちの最大のサンプリング周期を表す情報を、前記センサデータとともに
出力する前記周期情報として生成する
　請求項３に記載のデータ処理装置。
【請求項５】
　前記サンプリング周期を表す情報は、１ビットだけがたったビット列であり、
　前記生成部は、前記センサデータを取得したタイミングが該当する１つ以上の前記サン
プリング周期それぞれを表す前記ビット列の論理和を、前記センサデータとともに出力す
る前記周期情報として生成する
　請求項１に記載のデータ処理装置。
【請求項６】
　前記取得制御部は、前記センサデータを利用するアプリケーションが要求する前記サン
プリング周期のタイミングで、前記センサデータを取得する取得制御を行う
　請求項３に記載のデータ処理装置。
【請求項７】
　前記センサデータと前記周期情報とを、前記センサデータを要求するアプリケーション
を実行するプロセッサに提供する
　請求項３に記載のデータ処理装置。
【請求項８】
　物理量をセンシングし、その物理量を表すセンサデータを出力するセンサから、所定の
基準周期の所定数倍となるタイミングで、かつ、複数のサンプリング周期それぞれのタイ
ミングで、前記センサデータを取得し、
　前記サンプリング周期を表す情報としてインデクスの系列を採用し、複数の前記センサ
データを取得したタイミングにおいて、そのタイミングが該当する前記サンプリング周期
を表す周期情報を、複数の前記インデクスの系列を圧縮して生成し、
　前記センサデータを、前記周期情報とともに出力する
　ステップを含むデータ処理方法。
【請求項９】
　物理量をセンシングし、その物理量を表すセンサデータを出力するセンサから、所定の
基準周期の所定数倍となるタイミングで、かつ、複数のサンプリング周期それぞれのタイ
ミングで、前記センサデータを取得する取得制御を行う取得制御部と、
　前記サンプリング周期を表す情報としてインデクスの系列を採用し、複数の前記センサ
データを取得したタイミングにおいて、そのタイミングが該当する前記サンプリング周期
を表す周期情報を、複数の前記インデクスの系列を圧縮して生成する生成部と、
　前記センサデータを、前記周期情報とともに出力する出力部と
　して、コンピュータを機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、データ処理装置、データ処理方法、及び、プログラムに関し、特に、例えば
、負荷を軽減し、低消費電力化を図ることができるようにするデータ処理装置、データ処
理方法、及び、プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、MEMS(Micro-Electro-Mechanical Systems)技術に代表されるセンサ技術が進化し
、各種の物理量をセンシングするセンサの小型化、及び、低価格化が進んでいる。かかる
センサの小型化、及び、低価格化に伴い、例えば、ディジタルカメラやスマートフォン等
の携帯端末には、各種のアプリケーションで利用される多数のセンサが搭載されるように
なっている。
【０００３】
　例えば、ディジタルカメラでは、ジャイロセンサが搭載され、そのジャイロセンサを利



(3) JP 6020092 B2 2016.11.2

10

20

30

40

50

用して、撮影時の手ぶれ補正が行われる。近年のディジタルカメラでは、さらに、地磁気
センサや加速度センサが搭載され、ディジタルカメラの位置や姿勢、撮影の方位等を、デ
ィジタルカメラで撮影した写真（画像）のメタデータとして記録することが行われる。
【０００４】
　また、例えば、スマートフォンでは、各種のセンサが、スマートフォンの挙動等に応じ
て様々な応答を行うゲームその他のアプリケーションに利用されている。
【０００５】
　ここで、携帯端末に搭載されるセンサとしては、上述したセンサの他、例えば、気圧セ
ンサや、照度センサ、近接センサ等がある。
【０００６】
　なお、特許文献１では、センサが物理量のセンシングの結果出力する、その物理量を表
すセンサデータを収集するプログラムの負荷を軽減するためのセンサデータ収集方法が提
案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特許第4673250号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　携帯端末は、プログラムを実行し、各種の処理を行うCPU(Central Processing Unit)を
有するが、携帯端末に搭載されるセンサは、CPUに接続され、CPUは、センサからセンサデ
ータを取得するために、センサとの間で、頻繁に通信を行う。
【０００９】
　センサは、高速な通信手段を有しないため、CPUにおいて、センサから所望のセンサデ
ータを取得するためには、センサに対して、複数回の低速なアクセスを行う必要があり、
CPUは、比較的長い時間、センサデータの取得に占有される。
【００１０】
　近年では、携帯端末において、比較的負荷の重い画像処理や、音声処理、通信処理等を
行うために、CPUは高性能化しており、かかる高性能なCPUが、センサデータの取得という
単純な処理に、長時間占有されることは、効率的であるとは言い難い。
【００１１】
　そして、高性能なCPUは、消費電力が大きいので、センサデータの取得のために、多く
の電力が消費され、結果として、携帯端末のバッテリの持ち時間が短くなる。
【００１２】
　さらに、例えば、CPUが、リアルタイム性が要求される処理を行っている場合に、セン
サデータを取得する処理の割り込みが頻繁に行われることは、CPUの負荷が大になり、携
帯端末全体のパフォーマンスを低下させることになる。
【００１３】
　本技術は、このような状況に鑑みてなされたものであり、センサデータの取得について
、負荷を軽減し、低消費電力化を図ることができるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
物理量をセンシングし、その物理量を表すセンサデータを出力するセンサから、所定の基
準周期の所定数倍となるタイミングで、かつ、複数のサンプリング周期それぞれのタイミ
ングで、前記センサデータを取得する取得制御を行う取得制御部と、前記サンプリング周
期を表す情報としてインデクスの系列を採用し、複数の前記センサデータを取得したタイ
ミングにおいて、そのタイミングが該当する前記サンプリング周期を表す周期情報を、複
数の前記インデクスの系列を圧縮して生成する生成部と、前記センサデータを、前記周期
情報とともに出力する出力部とを備えるデータ処理装置、又は、そのようなデータ処理装



(4) JP 6020092 B2 2016.11.2

10

20

30

40

50

置として、コンピュータを機能させるためのプログラムである。
【００１５】
　本技術の一側面のデータ処理方法は、物理量をセンシングし、その物理量を表すセンサ
データを出力するセンサから、所定の基準周期の所定数倍となるタイミングで、かつ、複
数のサンプリング周期それぞれのタイミングで、前記センサデータを取得し、前記サンプ
リング周期を表す情報としてインデクスの系列を採用し、複数の前記センサデータを取得
したタイミングにおいて、そのタイミングが該当する前記サンプリング周期を表す周期情
報を、複数の前記インデクスの系列を圧縮して生成し、前記センサデータを、前記周期情
報とともに出力するステップを含むデータ処理方法である。
【００１６】
　以上のような一側面においては、物理量をセンシングし、その物理量を表すセンサデー
タを出力するセンサから、所定の基準周期の所定数倍となるタイミングで、かつ、複数の
サンプリング周期それぞれのタイミングで、前記センサデータが取得される。そして、前
記サンプリング周期を表す情報としてインデクスの系列を採用され、複数の前記センサデ
ータを取得したタイミングにおいて、そのタイミングが該当する前記サンプリング周期を
表す周期情報が、複数の前記インデクスの系列を圧縮して生成されて、前記センサデータ
が、前記周期情報とともに出力される。
【００１７】
　なお、データ処理装置は、独立した装置であっても良いし、１つの装置を構成している
内部ブロックであっても良い。
【００１８】
　また、プログラムは、伝送媒体を介して伝送することにより、又は、記録媒体に記録し
て提供することができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本技術の一側面によれば、負荷を軽減し、低消費電力化を図ることができる
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】メインCPUがセンサデータを取得する携帯端末の構成例を示すブロック図である
。
【図２】携帯端末において、メインCPU２０が、センサからセンサデータを取得し、アプ
リケーションに提供する処理を説明する図である。
【図３】サブCPUがセンサデータを取得する携帯端末の構成例を示すブロック図である。
【図４】携帯端末において、サブCPU３０が、センサからセンサデータを取得し、メインC
PU２０を介してアプリケーションに提供する処理を説明する図である。
【図５】サンプリング周期が、1Tないし6Tのセンサデータを取得（サンプリング）するタ
イミングを示す図である。
【図６】サブCPU３０が、センサ１１ｎからのセンサデータをサンプリングするタイミン
グを示す図である。
【図７】本技術のデータ処理装置を適用した携帯端末の一実施の形態の構成例を示すブロ
ック図である。
【図８】サンプリング周期のインデクスと、周期情報とを説明する図である。
【図９】携帯端末の処理を説明する図である。
【図１０】サブCPU４０の第１のハードウェア構成例を示すブロック図である。
【図１１】管理テーブルを示す図である。
【図１２】CPUコア４２がセンサデータ提供プログラムを実行することによりサブCPU４０
で行われるセンサデータ提供処理を説明するフローチャートである。
【図１３】タイマ割り込み処理を説明するフローチャートである。
【図１４】サンプリング周期のインデクスと、周期情報とを説明する図である。
【図１５】サブCPU４０の第２のハードウェア構成例を示すブロック図である。
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【発明を実施するための形態】
【００２１】
　＜メインCPUがセンサデータを取得する携帯端末＞
【００２２】
　図１は、メインCPUがセンサデータを取得する携帯端末の構成例を示すブロック図であ
る。
【００２３】
　図１において、携帯端末は、センサ部１０、及び、メインCPU２０を有する。
【００２４】
　センサ部１０は、1個以上のN個のセンサ１１１ないし１１Ｎを有する。センサ１１ｎは
（n＝1,2,・・・,N）、所定の物理量をセンシングし、その物理量を表すセンサデータを
出力する。
【００２５】
　ここで、図１では、センサ１１１として、加速度センサが、センサ１１２として、ジャ
イロセンサが、センサ１１３として、地磁気センサが、それぞれ採用されている。また、
センサ１１Ｎとして、気圧センサが採用されている。
【００２６】
　メインCPU２０は、後述するサブCPUに比較して、処理速度が速い高性能なCPUであり、O
S(Operating System)を実行し、さらに、ゲームその他の様々なアプリケーションを実行
する。
【００２７】
　また、図１において、メインCPU２０は、センサ部１０に（直接）接続されており、必
要なセンサ１１ｎからセンサデータを取得し、必要なアプリケーションに提供する。
【００２８】
　ここで、メインCPU２０が実行するアプリケーションとしては、様々なアプリケーショ
ンがある。すなわち、メインCPU２０が実行するアプリケーションとしては、例えば、携
帯端末の姿勢を検出し、画面（の長手方向）が横又は縦のうちのいずれになっているかに
よって、画面の縦横表示（画像の左右方向を、画面の長手方向、又は、長手方向と直交す
る方向に一致させる表示）を切り替えるアプリケーション（以下、第１のアプリケーショ
ンともいう）がある。
【００２９】
　また、メインCPU２０が実行するアプリケーションとしては、例えば、携帯端末の画面
に表示される地図の向きを実際の向きに一致させるために、ユーザが所持している携帯端
末が、いずれの方角を向いているかを計測する電子コンパスのアプリケーション（以下、
第２のアプリケーションともいう）がある。
【００３０】
　さらに、メインCPU２０が実行するアプリケーションとしては、例えば、携帯端末を所
持しているユーザの歩数を計測する歩数計のアプリケーション（以下、第３のアプリケー
ションともいう）がある。
【００３１】
　第１ないし第３のアプリケーションは、いずれも、例えば、加速度センサとしてのセン
サ１１１が出力するセンサデータを利用する。そのため、第１ないし第３のアプリケーシ
ョンは、メインCPU２０に対して、加速度センサとしてのセンサ１１１が出力するセンサ
データを要求する。
【００３２】
　メインCPU２０は、第１ないし第３のアプリケーションを実行している場合、第１ない
し第３のアプリケーションからの要求に応じ、センサ１１１から、センサデータを取得し
て、第１ないし第３のアプリケーションそれぞれに提供（供給）する。
【００３３】
　ここで、画面の縦横表示を切り替える第１のアプリケーションは、例えば、5Hz程度の
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周期（周波数）で、加速度センサとしてのセンサ１１１のセンサデータを必要とする（利
用する）。また、電子コンパスの第２のアプリケーションは、例えば、10Hz程度の周期で
、センサ１１１のセンサデータを必要とし、歩数計の第３のアプリケーションは、例えば
、20Hz程度の周期で、センサ１１１のセンサデータを必要とする。
【００３４】
　以上のように、アプリケーションが必要とするセンサデータの周期（以下、サンプリン
グ周期ともいう）は、異なっている場合がある。
【００３５】
　なお、以下では、説明を簡単にするために、センサ１１１ないし１１Ｎのうちの1個の
センサ１１ｎからセンサデータを取得することとする。
【００３６】
　図２は、図１の携帯端末において、メインCPU２０が、センサ１１ｎからセンサデータ
を取得し、アプリケーションに提供する処理を説明する図である。
【００３７】
　図２では、メインCPU２０において、外部のデバイスとの間のやりとりを行うためのデ
バイスドライバや、入出力の管理のためのユーティリティ（プログラム）であるI/O(Inpu
t/Output)と、リソース管理その他の各種の制御を行うOSとが動作している（実行されて
いる）。
【００３８】
　さらに、図２では、メインCPU２０において、OSの管理の下、1以上のアプリケーション
としての３つのアプリケーション#1，#2、及び、#3が実行されている（動作している）。
【００３９】
　いま、基準となるサンプリング周期（以下、基準周期ともいう）を、Tと表すとともに
、アプリケーションが必要とするセンサデータのサンプリング周期が、基準周期の整数倍
で表されることとする。
【００４０】
　なお、基準周期としては、例えば、センサ１１ｎやメインCPU２０の動作クロックの周
期や、その周期の整数倍等を採用することができる。
【００４１】
　図２では、アプリケーション#1ないし#3は、サンプリング周期が、それぞれ、3T，4T、
及び、5Tのセンサデータを必要としており、そのようなサンプリング周期のセンサデータ
を、OSに要求している。
【００４２】
　OSは、アプリケーション#1ないし#3の要求に応じて、3T，4T、及び、5Tのサンプリング
周期のタイミングで、センサ１１ｎからセンサデータを取得し、3T，4T、及び、5Tのサン
プリング周期のセンサデータを、アプリケーション#1ないし#3に、それぞれ提供する。
【００４３】
　ここで、以下、サンプリング周期が、k×T（kは正の整数）のセンサデータを、k×Tデ
ータともいう。
【００４４】
　アプリケーション#iに提供されるセンサデータにジッタが生じ、センサデータの間隔（
サンプリング周期）にばらつきがあると、アプリケーション#iで行われる、センサデータ
に対する、ローパスフィルタによるフィルタリング等の波形処理に不都合が生じることが
ある。
【００４５】
　そのため、OSは、アプリケーション#iが要求するサンプリング周期のタイミングで、セ
ンサ１１ｎから、センサデータを取得して、アプリケーション#iに提供する。
【００４６】
　図２では、OSは、アプリケーション#1ないし#3から、それぞれ、サンプリング周期が3T
，4T、及び、5Tのセンサデータの要求を受けているので、3Tのタイミング（3Tごとの時刻
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）、4Tのタイミング、及び、5Tのタイミングのそれぞれで、センサ１１ｎから、センサデ
ータを取得する。
【００４７】
　そして、OSは、3Tのタイミングでセンサ１１ｎから取得したセンサデータを、アプリケ
ーション#1に提供し、4Tのタイミングでセンサ１１ｎから取得したセンサデータを、アプ
リケーション#2に提供する。また、OSは、5Tのタイミングでセンサ１１ｎから取得したセ
ンサデータを、アプリケーション#3に提供する。
【００４８】
　図１及び図２に示したように、メインCPU２０が、センサ１１ｎからセンサデータを取
得する場合には、センサ１１ｎからセンサデータを取得するタイミングは、メインCPU２
０で管理される。
【００４９】
　したがって、メインCPU２０は、センサ１１ｎからセンサデータを取得したタイミング
が、いずれのサンプリング周期のタイミングに該当するかを認識しているので、センサ１
１ｎから所定のサンプリング周期のタイミングで取得したセンサデータを、そのサンプリ
ング周期のセンサデータを要求したアプリケーションに提供することができる。
【００５０】
　但し、メインCPU２０は、様々なアプリケーションを実行するため、上述のように、メ
インCPU２０としては、高性能なCPUが採用される。そして、図１及び図２では、かかる高
性能なメインCPU２０が、センサデータの取得を行っているために、メインCPU２０の負荷
が大になり、その結果、携帯端末全体の消費電力が大になる。
【００５１】
　＜サブCPUがセンサデータを取得する携帯端末＞
【００５２】
　図３は、サブCPUがセンサデータを取得する携帯端末の構成例を示すブロック図である
。
【００５３】
　なお、図中、図１の場合と対応する部分については、同一の符号を付してあり、以下で
は、その説明は、適宜省略する。
【００５４】
　図３の携帯端末は、センサ部１０、及び、メインCPU２０を有する点で、図１の場合と
共通する。但し、図３の携帯端末は、サブCPU３０が新たに設けられている点で、図１の
場合と相違する。
【００５５】
　図３では、センサ部１０とメインCPU２０との間に、サブCPU３０が設けられている。そ
して、センサ部１０は、サブCPU３０に（直接）接続されており、したがって、メインCPU
２０は、センサ部１０とは、（直接）接続されていない。
【００５６】
　サブCPU３０は、様々なアプリケーションを実行するメインCPU２０よりも処理速度等の
性能は落ちる（悪い）が、消費電力が小さいCPUであり、センサデータの取得を担当する
。
【００５７】
　すなわち、図３では、サブCPU３０は、メインCPU２０（が実行するアプリケーション）
からの要求に応じて、必要なセンサ１１ｎからセンサデータを取得し、メインCPU２０、
ひいては、センサデータを要求してきたアプリケーションに提供する。
【００５８】
　したがって、図３では、メインCPU２０は、センサ１１ｎからセンサデータを取得する
処理を行わずに済むので、図１及び図２の場合に比較して、メインCPU２０の負荷を軽減
することができる。さらに、センサデータの取得が、消費電力が大のメインCPU２０では
なく、消費電力が小さいサブCPU３０で行われるので、携帯端末全体の低消費電力化を図
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ることができる。
【００５９】
　図４は、図３の携帯端末において、サブCPU３０が、センサ１１ｎからセンサデータを
取得し、メインCPU２０を介してアプリケーションに提供する処理を説明する図である。
【００６０】
　メインCPU２０では、図２の場合と同様に、I/O及びOSが動作しており、さらに、OSの管
理の下、３つのアプリケーション#1ないし#3が実行されている。
【００６１】
　アプリケーション#1ないし#3は、図２の場合と同様に、サンプリング周期が、それぞれ
、3T，4T、及び、5Tのセンサデータを必要とし、そのようなサンプリング周期のセンサデ
ータを、OSに要求する。
【００６２】
　OSは、アプリケーション#1ないし#3それぞれからのセンサデータの要求に応じ、I/Oを
介して、サブCPU３０に、同様の要求を行う。
【００６３】
　サブCPU３０は、OSからのセンサデータの要求、すなわち、アプリケーション#1ないし#
3それぞれからのセンサデータの要求に応じて、3T，4T、及び、5Tのサンプリング周期の
タイミングで、センサ１１ｎからセンサデータを取得し、3T，4T、及び、5Tのサンプリン
グ周期のセンサデータを、メインCPU２０の（I/O及び）OSを介して、アプリケーション#1
ないし#3に、それぞれ提供する。
【００６４】
　図３及び図４では、センサデータを要求するアプリケーションを実行するメインCPU２
０ではなく、センサデータの取得を、いわば専属で行うサブCPU３０が、センサ１１ｎか
らセンサデータを取得する。
【００６５】
　サブCPU３０は、メインCPU２０に比較して性能は劣るが消費電力が小であるため、メイ
ンCPU２０がセンサデータの取得を行う場合に比較して、低消費電力化を図ることができ
る。
【００６６】
　また、メインCPU２０は、通信速度の遅いセンサ１１ｎに（直接）アクセスせずに済む
ので、負荷が軽減され、画像処理や、音声処理、通信処理、その他、滑らかなユーザイン
ターフェースを実現するための高度な処理等に、いわば専念することができる。
【００６７】
　以上のように、図３及び図４の携帯端末では、アプリケーション#1ないし#3を実行する
メインCPU２０ではなく、サブCPU３０が、アプリケーション#1ないし#3それぞれから要求
されるセンサデータを取得する。そして、サブCPU３０は、センサ１１ｎから取得したセ
ンサデータを、メインCPU２０に供給し、メインCPU２０において、センサデータが、アプ
リケーション#1ないし#3に提供される。
【００６８】
　この場合、センサ１１ｎからセンサデータを取得するタイミングは、サブCPU３０で管
理され、メインCPU２０は関与しない。そのため、メインCPU２０は、サブCPU３０から供
給されるセンサデータが、いずれのサンプリング周期のタイミングで取得されたセンサデ
ータであるかを認識することができず、サブCPU３０からのセンサデータを、どのアプリ
ケーションに提供すべきであるのかが分からないことがあり得る。
【００６９】
　図５は、サンプリング周期が、1T，2T，3T，4T，5T、及び、6Tのセンサデータを取得（
サンプリング）するタイミングを示す図である。
【００７０】
　図５において、白抜きの矢印が、1Tデータ（サンプリング周期が1Tのセンサデータ）、
2Tデータ、3Tデータ、4Tデータ、5Tデータ、及び、6Tデータのそれぞれをサンプリング（
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取得）するタイミングを表している。
【００７１】
　1Tデータについては、時間（サンプリング周期）1T=Tごとのタイミングで、センサ１１

ｎから、センサデータがサンプリングされる。同様に、k×Tデータについては、時間k×T
ごとのタイミングで、センサ１１ｎから、センサデータがサンプリングされる。
【００７２】
　図６は、サブCPU３０が、センサ１１ｎからのセンサデータをサンプリングするタイミ
ングを示す図である。
【００７３】
　すなわち、図６は、図４に示したように、アプリケーション#1ないし#3から、それぞれ
、3Tデータ、4Tデータ、及び、5Tデータ（サンプリング周期が、それぞれ、3T，4T、及び
、5Tのセンサデータ）の要求があった場合の、サブCPU３０が、センサ１１ｎからのセン
サデータをサンプリングするタイミングを示している。
【００７４】
　サブCPU３０は、例えば、3T，4T、及び、5Tのサンプリング周期それぞれのタイミング
（を表す信号）を生成し、そのタイミングで、センサ１１ｎから、センサデータをサンプ
リングする。
【００７５】
　図６では、センサ１１ｎからセンサデータがサンプリングされるタイミングが、斜線を
付した矢印で表されている。
【００７６】
　図６に示すように、3T，4T、及び、5Tのサンプリング周期それぞれのタイミングは、一
致する場合もあれば、一致しない場合もある。
【００７７】
　したがって、サブCPU３０がセンサ１１ｎからサンプリングしたセンサデータは、3Tデ
ータ、4Tデータ、及び、5Tデータのうちのいずれか１つのデータに該当する場合の他、3T
データ、4Tデータ、及び、5Tデータのうちのいずれか２つのデータに該当する場合、3Tデ
ータ、4Tデータ、及び、5Tデータのすべてに該当する場合がある。
【００７８】
　サブCPU３０は、センサ１１ｎからセンサデータをサンプリングすると、そのセンサデ
ータを、メインCPU２０に供給する。
【００７９】
　サブCPU３０は、3T，4T、及び、5Tのサンプリング周期のうちの、少なくとも１つのサ
ンプリング周期のタイミングに該当すれば、センサ１１ｎからセンサデータをサンプリン
グして、メインCPU２０に供給する。
【００８０】
　そのため、サブCPU３０からメインCPU２０に対して、センサデータが供給されるタイミ
ングは、図６に黒塗りの矢印で示すように、一見、ランダムなタイミングになる。
【００８１】
　メインCPU２０では、以上のように、サブCPU３０から、一見、ランダムなタイミングで
供給されるセンサデータについて、そのセンサデータを提供すべき（１以上の）アプリケ
ーションを認識する必要がある。
【００８２】
　ここで、図６では（後述する図８でも同様）、1Tないし6Tのサンプリング周期のタイミ
ングすべてが一致する、ある時刻を、時刻t0として、時刻t0から、基準周期Tのm倍の時間
だけ経過した時刻を、時刻tmと表してある。
【００８３】
　図６において、3T，4T、及び、5Tのサンプリング周期のうちの、少なくとも１つのサン
プリング周期のタイミングに該当する時刻は、時刻t0,t3,t4,t5,t6,t8,t9,t10,t12,・・
・である。
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【００８４】
　そして、3T，4T、及び、5Tのサンプリング周期については、例えば、時刻t0は、3T，4T
、及び、5Tのサンプリング周期のタイミングのすべてに該当する。
【００８５】
　また、例えば、時刻t3,t6、及び、t9は、3Tのサンプリング周期のタイミングに、時刻t

4及びt8は、4Tのサンプリング周期のタイミングに、時刻t5及びt10は、5Tのサンプリング
周期のタイミングに、それぞれ該当する。
【００８６】
　さらに、例えば、時刻t12は、3T及び4Tのサンプリング周期それぞれのタイミングに該
当する。
【００８７】
　メインCPU２０は、3Tのサンプリング周期のタイミングに該当する時刻にサブCPU３０か
ら供給されたセンサデータを、3Tのサンプリング周期のセンサデータを要求したアプリケ
ーション#1に提供しなければならない。
【００８８】
　同様に、メインCPU２０は、4Tのサンプリング周期のタイミングに該当する時刻にサブC
PU３０から供給されたセンサデータを、4Tのサンプリング周期のセンサデータを要求した
アプリケーション#2に提供しなければならず、5Tのサンプリング周期のタイミングに該当
する時刻にサブCPU３０から供給されたセンサデータを、5Tのサンプリング周期のセンサ
データを要求したアプリケーション#3に提供しなければならない。
【００８９】
　しかしながら、メインCPU２０では、サブCPU３０から供給されるセンサデータだけでは
、そのセンサデータが、いずれのサンプリング周期のタイミングでサンプリングされたセ
ンサデータであるかを、即座に認識することが困難である。そのため、メインCPU２０は
、サブCPU３０からのセンサデータを、どのアプリケーションに提供すべきであるのかが
分からないことがある。
【００９０】
　メインCPU２０は、アプリケーション#1ないし#3が、それぞれ、3Tデータ、4Tデータ、
及び、5Tデータを要求していることを認識しているので、サブCPU３０からセンサデータ
が供給されるタイミングを、ある程度の期間に亘って観測することにより、どのタイミン
グで供給されるセンサデータが、3T，4T、及び、5Tのうちのどのサンプリング周期のセン
サデータであるのかを推定するセンサデータ推定を行うことができる。
【００９１】
　しかしながら、センサデータ推定を行う場合には、メインCPU２０において、センサデ
ータ推定の推定結果が得られるまでは、センサデータを要求したアプリケーションに対し
て、センサデータを提供することができない。したがって、アプリケーションは、起動後
に、即座に、センサデータを利用することができない。
【００９２】
　メインCPU２０において、サブCPU３０から供給されるセンサデータが、いずれのサンプ
リング周期のタイミングでサンプリングされたセンサデータであるかを、即座に認識する
方法としては、例えば、サブCPU３０において、基準周期Tのタイミングで、センサ１１ｎ

からセンサデータをサンプリングし、メインCPU２０に供給する方法がある。
【００９３】
　この場合、サブCPU３０からメインCPU２０に対しては、基準周期Tのタイミングで、セ
ンサデータが供給されるので、メインCPU２０は、センサ１１ｎがメインCPU２０に直接接
続された図１及び図２の場合と同様に、サブCPU３０からのセンサデータが、いずれのサ
ンプリング周期のタイミングでサンプリングされたセンサデータであるかを認識すること
ができる。
【００９４】
　しかしながら、この場合、サブCPU３０では、アプリケーションから要求されたサンプ
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リング周期のセンサデータの他、アプリケーションから要求されていないサンプリング周
期のセンサデータもサンプリングされる。さらに、サブCPU３０からメインCPU２０に対し
ては、アプリケーションから要求されたサンプリング周期のセンサデータの他、アプリケ
ーションから要求されていないサンプリング周期のセンサデータも供給される。
【００９５】
　したがって、メインCPU２０及びサブCPU３０のいずれにおいても、本来行う必要がない
処理が行われるため、負荷が増大し、実質的な処理の効率が低下するとともに、消費電力
が増加する。
【００９６】
　＜本技術を適用した携帯端末の一実施の形態＞
【００９７】
　図７は、本技術のデータ処理装置を適用した携帯端末の一実施の形態の構成例を示すブ
ロック図である。
【００９８】
　なお、図中、図３の場合と対応する部分については、同一の符号を付してあり、以下で
は、その説明は、適宜省略する。
【００９９】
　図７の携帯端末は、センサ部１０、及び、メインCPU２０を有する点で、図３の場合と
共通する。但し、図７の携帯端末は、サブCPU３０に代えて、サブCPU４０が設けられてい
る点で、図３の場合と相違する。
【０１００】
　サブCPU４０は、図３のサブCPU３０と同様に、様々なアプリケーションを実行するメイ
ンCPU２０よりも処理速度等の性能は落ちるが、消費電力が小さいCPUであり、センサデー
タの取得を、少なくとも担当する。
【０１０１】
　また、図３のサブCPU３０は、メインCPU２０（が実行するアプリケーション）からの要
求に応じて、必要なセンサ１１ｎからセンサデータを取得し、そのセンサデータだけを、
メインCPU２０に供給するが、サブCPU４０は、センサデータとともに、そのセンサデータ
の周期情報も、メインCPU２０に供給する。
【０１０２】
　センサデータの周期情報とは、そのセンサデータをサンプリング（取得）したタイミン
グが該当するサンプリング周期を表す情報、すなわち、センサデータが、どのサンプリン
グ周期のタイミングでサンプリングされたセンサデータであるのかを表す情報である。
【０１０３】
　ここで、サンプリング周期には、そのサンプリング周期を表す識別情報としてのインデ
クス(index)を割り当て、周期情報は、センサデータをサンプリングしたタイミングが該
当するサンプリング周期のインデクスを用いて生成することができる。
【０１０４】
　図８は、サンプリング周期のインデクスと、周期情報とを説明する図である。
【０１０５】
　すなわち、図８は、1T，2T，3T，4T，5T、及び、6Tのサンプリング周期それぞれで、セ
ンサデータをサンプリングするタイミングを示している。
【０１０６】
　図８において、矢印が、1T，2T，3T，4T，5T、及び、6Tのサンプリング周期それぞれで
、センサデータをサンプリングするタイミングを表している。
【０１０７】
　サンプリング周期のインデクスとしては、例えば、シーケンシャルな整数を採用するこ
とができる。
【０１０８】
　また、サンプリング周期のインデクスとしては、例えば、サンプリング周期として採用
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し得る周期の（総）数に等しいビット列であって、そのビット列のうちの1ビットだけが
たったビット列（以下、1ビットオンビット列ともいう）を採用することができる。なお
、サンプリング周期として採用し得る周期は、あらかじめ決めておくことができる。
【０１０９】
　例えば、図８に示したように、サンプリング周期として、1T，2T，3T，4T，5T、及び、
6Tの6個の周期を採用し得る場合において、サンプリング周期のインデクスとして、1ビッ
トオンビット列を採用するときには、サンプリング周期のインデクスは、1ビットだけが
たった6ビットのビット列となる。
【０１１０】
　図８では、k×T（図８では、k=1,2,3,4,5,6）のサンプリング周期のインデクスとして
、最上位ビットからkビット目がたった6ビットの1ビットオンビット列が採用されている
。
【０１１１】
　すなわち、図８では、1Tのサンプリング周期のインデクスとして100000が、2Tのサンプ
リング周期のインデクスとして010000が、3Tのサンプリング周期のインデクスとして0010
00が、4Tのサンプリング周期のインデクスとして000100が、5Tのサンプリング周期のイン
デクスとして000010が、6Tのサンプリング周期のインデクスとして000001が、それぞれ採
用されている。
【０１１２】
　周期情報としては、例えば、センサデータをサンプリングしたタイミングが該当するサ
ンプリング周期のインデクスの系列を採用することができる。
【０１１３】
　ここで、例えば、図４に示したように、アプリケーション#1ないし#3から、3Tデータ、
4Tデータ、及び、5Tデータ（サンプリング周期が、それぞれ、3T，4T、及び、5Tのセンサ
データ）が要求された場合、サブCPU４０は、図６で説明した場合と同様にして、3T，4T
、及び、5Tのサンプリング周期それぞれのタイミング（図８において、斜線を付した矢印
で示すタイミング）で、センサ１１ｎから、センサデータをサンプリングする。
【０１１４】
　3T，4T、及び、5Tのサンプリング周期については、図６で説明したように、それらのサ
ンプリング周期のうちの、少なくとも１つのサンプリング周期のタイミングに該当する時
刻は、時刻t0,t3,t4,t5,t6,t8,t9,t10,t12,・・・であり、かかる時刻で、サブCPU４０は
、センサデータをサンプリングする。
【０１１５】
　ここで、例えば、時刻t0は、3T，4T、及び、5Tのサンプリング周期のタイミングのすべ
てに該当する。したがって、時刻t0のセンサデータをサンプリングしたタイミングが該当
するサンプリング周期は、3T，4T、及び、5Tである。
【０１１６】
　このように、センサデータをサンプリングしたタイミングが該当するサンプリング周期
が、3T，4T、及び、5Tである場合において、周期情報として、センサデータをサンプリン
グしたタイミングが該当するサンプリング周期のインデクスの系列を採用するときには、
周期情報は、例えば、3Tのサンプリング周期のインデクス001000、4Tのサンプリング周期
のインデクス000100、及び、5Tのサンプリング周期のインデクス000010を並べた、6×3＝
18ビットのビット列001000000100000010となる。
【０１１７】
　また、例えば、時刻t3は、3Tのサンプリング周期のタイミングに該当し、したがって、
時刻t3のセンサデータをサンプリングしたタイミングが該当するサンプリング周期は、3T
である。
【０１１８】
　このように、センサデータをサンプリングしたタイミングが該当するサンプリング周期
が、3Tである場合において、周期情報として、センサデータをサンプリングしたタイミン
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グが該当するサンプリング周期のインデクスの系列を採用するときには、周期情報は、例
えば、3Tのサンプリング周期のインデクス001000だけを並べた、6×1＝6ビットのビット
列001000となる。
【０１１９】
　以上のように、周期情報として、センサデータをサンプリングしたタイミングが該当す
るサンプリング周期のインデクスの系列を採用すると、センサデータをサンプリングした
タイミングが該当するサンプリング周期の数が多いほど、周期情報としてのビット列が大
になる。
【０１２０】
　そこで、サンプリング周期のインデクスとして、1ビットオンビット列を採用する場合
には、周期情報としては、例えば、センサデータをサンプリングしたタイミングが該当す
るサンプリング周期のインデクスの論理和を採用することができる。
【０１２１】
　この場合、例えば、時刻t0でサンプリングされるセンサデータのように、センサデータ
をサンプリングしたタイミングが該当するサンプリング周期が、3T，4T、及び、5Tである
ときには、周期情報は、3Tのサンプリング周期のインデクス001000、4Tのサンプリング周
期のインデクス000100、及び、5Tのサンプリング周期のインデクス000010の論理和である
6ビットのビット列001110となる。
【０１２２】
　また、例えば、時刻t3でサンプリングされるセンサデータのように、センサデータをサ
ンプリングしたタイミングが該当するサンプリング周期が、3Tであるときには、周期情報
は、3Tのサンプリング周期のインデクス001000に等しい6ビットのビット列001000となる
。
【０１２３】
　アプリケーション#1ないし#3から、3Tデータ、4Tデータ、及び、5Tデータがそれぞれ要
求されている場合、サブCPU４０は、3T，4T、及び、5Tのサンプリング周期のうちの、少
なくとも１つのサンプリング周期のタイミングに該当すれば、センサ１１ｎからセンサデ
ータをサンプリングして、メインCPU２０に供給する。
【０１２４】
　この場合、サブCPU４０からメインCPU２０に対して、センサデータが供給されるタイミ
ングは、図８に黒塗りの矢印で示すように、一見、ランダムなタイミングになる。
【０１２５】
　但し、サブCPU４０は、図８に示すように、メインCPU２０に対して、センサデータとと
もに、そのセンサデータの周期情報も供給する。
【０１２６】
　したがって、メインCPU２０では、サブCPU４０から、一見、ランダムなタイミングで供
給されるセンサデータについて、そのセンサデータを提供すべき（１以上の）アプリケー
ションを、周期情報に基づいて、容易に認識することができる。
【０１２７】
　すなわち、図８において、例えば、時刻t12は、3T及び4Tのサンプリング周期のタイミ
ングに該当するので、時刻t12において、サブCPU４０は、センサ１１ｎからセンサデータ
をサンプリングする。
【０１２８】
　時刻t12において、センサデータをサンプリングしたタイミングが該当するサンプリン
グ周期は、3T及び4Tであるので、サブCPU４０は、3Tのサンプリング周期のインデクス001
000と、4Tのサンプリング周期のインデクス000100との論理和である6ビットのビット列00
1100を、周期情報として生成する。
【０１２９】
　そして、サブCPU４０は、時刻t12においてサンプリングしたセンサデータとともに、周
期情報001100を、メインCPU２０に供給する。
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【０１３０】
　この場合、サブCPU４０からの周期情報001100は、最上位ビットから3ビット目と4ビッ
ト目がたっているので、メインCPU２０は、サブCPU４０からのセンサデータが、3Tデータ
と4Tデータであることを、容易に認識することができる。
【０１３１】
　その結果、メインCPU２０は、サブCPU４０からの、3Tデータ及び4Tデータとしてのセン
サデータを、3Tデータを要求したアプリケーション#1、及び、4Tデータを要求したアプリ
ケーション#2にそれぞれ提供することができる。
【０１３２】
　以上のように、サブCPU４０では、センサ１１ｎからセンサデータをサンプリングし、
そのセンサデータを、周期情報とともに、メインCPU２０に供給するので、メインCPU２０
は、センサデータがサンプリングされたタイミングを管理せずに、サブCPU４０からの周
期情報を参照するだけで、センサデータをサンプリングしたタイミングが該当するサンプ
リング周期を認識することができる。
【０１３３】
　さらに、上述した、サブCPU４０において、基準周期Tのタイミングで、センサ１１ｎか
らセンサデータをサンプリングし、メインCPU２０に供給する場合のように、サブCPU４０
において、アプリケーションから要求されたサンプリング周期のセンサデータの他に、ア
プリケーションから要求されていないサンプリング周期のセンサデータがサンプリングさ
れることはなく、サブCPU４０からメインCPU２０に対して、アプリケーションから要求さ
れたサンプリング周期のセンサデータの他に、アプリケーションから要求されていないサ
ンプリング周期のセンサデータが供給されることもない。
【０１３４】
　したがって、サブCPU４０において、基準周期Tのタイミングで、センサ１１ｎからセン
サデータをサンプリングし、メインCPU２０に供給する場合に比較して、センサデータの
取得（サンプリング及び供給）について、負荷を軽減し、低消費電力化を図ることができ
る。
【０１３５】
　また、サブCPU４０は、メインCPU２０（が実行するアプリケーション）からの要求に応
じて、センサ１１ｎからセンサデータをサンプリングし、そのセンサデータを、周期情報
とともに、メインCPU２０に供給するので、メインCPU２０が要求するセンサデータの変更
に対して、ロバストに対応することができる。
【０１３６】
　すなわち、例えば、メインCPU２０が、所定のサンプリング周期（既に提供が行われて
いるセンサデータのサンプリング周期とは異なるサンプリング周期）のセンサデータの提
供（供給）を新たに要求した場合には、サブCPU４０は、その所定のサンプリング周期の
タイミングでも、センサデータのサンプリングを開始する。そして、サブCPU４０は、既
に提供されているセンサデータのサンプリング周期のインデクスと、所定のサンプリング
周期とから、新たな周期情報を生成して、その新たな周期情報と、サンプリングによって
得られるセンサデータとを、メインCPU２０に提供することを、即座に開始することがで
きる。
【０１３７】
　また、例えば、メインCPU２０が、既に提供されているサンプリング周期のセンサデー
タのうちの所定のサンプリング周期のセンサデータの提供の解除を要求した場合には、サ
ブCPU４０は、その所定のサンプリング周期のタイミングでのセンサデータのサンプリン
グを停止し、まだ提供の解除が要求されていないセンサデータのサンプリング周期のイン
デクスと、所定のサンプリング周期とから、新たな周期情報を生成して、その新たな周期
情報と、まだ提供の解除が要求されていないサンプリング周期のセンサデータとを、メイ
ンCPU２０に提供することを、即座に開始することができる。
【０１３８】
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　さらに、サンプリング周期のインデクスとして、1ビットオンビット列を採用するとと
もに、周期情報として、センサデータをサンプリングしたタイミングが該当するサンプリ
ング周期のインデクスの論理和を採用することにより、サブCPU４０からメインCPU２０に
提供されるセンサデータのオーバヘッドとしての周期情報を、サンプリング周期のインデ
クスである1ビットオンビット列と同一のデータ量に抑えることができる。その結果、セ
ンサデータの他に、周期情報をやりとりすることによる、メインCPU２０及びサブCPU４０
の負荷及び消費電力の増大を抑制することができる。
【０１３９】
　図９は、図７の携帯端末の処理を説明する図である。
【０１４０】
　図９では、メインCPU２０において、アプリケーション#1ないし#3が実行されている。
そして、ステップＳ１１において、アプリケーション#1が、3Tデータの提供を、OSに要求
し、ステップＳ２１において、アプリケーション#2が、4Tデータの提供を、OSに要求して
いる。さらに、ステップＳ３１において、アプリケーション#3が、5Tデータの提供を、OS
に要求している。
【０１４１】
　OSは、アプリケーション#1からの3Tデータの提供の要求を受信し、ステップＳ４１にお
いて、アプリケーション#1からの3Tデータの提供の要求に応じて、3Tデータの提供を、サ
ブCPU４０に要求する。
【０１４２】
　また、OSは、アプリケーション#2からの4Tデータの提供の要求、及び、アプリケーショ
ン#3からの5Tデータの提供の要求を受信する。
【０１４３】
　そして、OSは、ステップＳ４２において、アプリケーション#2からの4Tデータの提供の
要求に応じて、4Tデータの提供を、サブCPU４０に要求する。さらに、OSは、ステップＳ
４３において、アプリケーション#3からの5Tデータの提供の要求に応じて、5Tデータの提
供を、サブCPU４０に要求する。
【０１４４】
　サブCPU４０は、OS（メインCPU２０）からの3Tデータ，4Tデータ、及び、5Tデータの要
求を受信し、その要求に応じて、3T，4T、及び、5Tのサンプリング周期それぞれのタイミ
ング、すなわち、図８において、斜線を付した矢印で示すタイミングでの、センサ１１ｎ

からのセンサデータのサンプリングを開始する。
【０１４５】
　サブCPU４０は、センサデータをサンプリングすると、そのセンサデータの周期情報を
生成する。そして、サブCPU４０は、ステップＳ５１において、センサデータと周期情報
とを、OS（メインCPU２０）に供給（送信）する。
【０１４６】
　OSは、サブCPU４０からのセンサデータと周期情報とを受信し、ステップＳ４４におい
て、その周期情報に基づいて、サブCPU４０からのセンサデータがサンプリングされたタ
イミングが該当するサンプリング周期を認識する。
【０１４７】
　そして、OSは、ステップＳ４５において、サブCPU４０からのセンサデータを、センサ
データを要求してきたアプリケーション#1ないし#3のうちの、サブCPU４０からの周期情
報から認識されたサンプリング周期のセンサデータを要求してきたアプリケーションに供
給する。
【０１４８】
　サブCPU４０によるステップＳ５１、並びに、メインCPU２０によるステップＳ４４及び
Ｓ４５の処理は、サブCPU４０において、センサデータがサンプリングされ、そのセンサ
データの周期情報が生成されるたびに行われる。
【０１４９】
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　＜サブCPU４０の第１のハードウェア構成例＞
【０１５０】
　図１０は、図７のサブCPU４０の第１のハードウェア構成例を示すブロック図である。
【０１５１】
　図１０において、サブCPU４０は、タイマ４１、CPUコア４２、RAM(Random Access Memo
ry)４３、ROM(Read Only Memory)４４、センサI/O４５、及び、コミュニケーションI/O４
６を有する。そして、タイマ４１ないしコミュニケーションI/O４６は、バスに接続され
ている。
【０１５２】
　タイマ４１は、時間を計時（カウント）する。
【０１５３】
　CPUコア４２は、ROM４４に記憶されたプログラムを実行することにより、主として、セ
ンサデータを取得する処理、すなわち、センサ１１ｎからセンサデータをサンプリングし
、メインCPU２０に供給する処理を行う。
【０１５４】
　RAM４３は、CPUコア４２の動作上必要なデータ等を一時記憶する。RAM４３が記憶する
データには、後述する管理テーブルが含まれる。
【０１５５】
　ROM４４は、OSや所定のアプリケーション（プログラム）等を記憶している。ROM４４に
記憶されているアプリケーションには、少なくとも、センサデータを取得して提供する処
理を行うためのセンサデータ提供プログラム（サブCPU４０を、センサデータを取得して
提供するデータ処理装置として機能させるためのプログラム）が含まれる。
【０１５６】
　センサI/O４５は、センサ１１ｎにアクセスするためのインターフェースであり、セン
サ１１ｎからセンサデータを受信（サンプリング）する。
【０１５７】
　コミュニケーションI/O４６は、メインCPU２０との間で通信を行うためのインターフェ
ースである。
【０１５８】
　ここで、メインCPU２０は、サブCPU４０と同様に構成される。
【０１５９】
　但し、メインCPU２０については、タイマ４１及びセンサI/O４５は、必須ではない。ま
た、メインCPU２０では、少なくとも、CPUコア４２については、サブCPU４０よりも高性
能な製品が用いられている。さらに、メインCPU２０では、RAM４３やROM４４については
、必要に応じて、サブCPU４０よりも高性能な製品が用いられている。
【０１６０】
　また、サブCPU４０では、ROM４４に代えて、フラッシュメモリ等の書き換え可能なメモ
リを採用することができる。ROM４４に代えて採用する書き換え可能なメモリに記憶され
るプログラム（OSを含む）については、例えば、インターネット等から、コミュニケーシ
ョンI/O４６を介してダウンロードしてインストールや更新を行うことができる。
【０１６１】
　また、メインCPU２０及びサブCPU４０を有する携帯端末では、その携帯端末が内蔵する
図示せぬハードディスク等のストレージに、インターネットやリムーバブル記録媒体から
、プログラムをインストールして、メインCPU２０やサブCPU４０では、そのようにしてイ
ンストールされたプログラムを実行することができる。
【０１６２】
　図１０に示したように構成されるサブCPU４０では、CPUコア４２が、ROM４４に記憶さ
れたセンサデータ提供プログラムを実行することにより、センサ１１ｎからセンサデータ
をサンプリングし、そのサンプリングデータを、メインCPU２０に提供（供給）するセン
サデータ提供処理が行われる。
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【０１６３】
　センサデータ提供処理では、サブCPU４０において、メインCPU２０からの要求に応じて
、センサ１１ｎからセンサデータがサンプリングされる。さらに、サブCPU４０では、セ
ンサ１１ｎからサンプリングされたセンサデータの周期情報が生成され、センサデータと
ともに、メインCPU２０に提供される。
【０１６４】
　センサデータ提供処理において、センサ１１ｎからのセンサデータのサンプリングや、
サンプリングデータの、メインCPU２０への提供（供給）は、管理テーブルによって管理
される。
【０１６５】
　管理テーブルは、CPUコア４２がセンサデータ提供プログラムを実行することにより、R
AM４３に展開（記憶）される。
【０１６６】
　図１１は、管理テーブルを示す図である。
【０１６７】
　管理テーブルには、サブCPU４０がサンプリングすることができるセンサデータのサン
プリング周期が登録される。図１１では、サンプリング周期として、1T，2T，3T，4T，5T
、及び、6Tの6個が登録されている。
【０１６８】
　管理テーブルには、さらに、サンプリング周期に対して、インデクス(Index)、要求フ
ラグ、初期値、及び、残カウント値が対応付けられて登録される。
【０１６９】
　管理テーブルにおいて、サンプリング周期に対応付けられているインデクスは、そのサ
ンプリング周期のインデクス（サンプリング周期を表すインデクス）である。図１１では
、サンプリング周期に対して、図８で説明したのと同様の1ビットオンビット列が、サン
プリング周期のインデクスとして登録されている。
【０１７０】
　サンプリング周期に対応付けられている要求フラグは、そのサンプリング周期のセンサ
データの提供が要求されているかどうか表す、例えば、1ビットのフラグである。所定の
サンプリング周期のセンサデータの提供が要求されている場合、そのサンプリング周期に
対応付けられている要求フラグはオン(on)（0及び1のうちの、例えば、1）にされる。ま
た、所定のサンプリング周期のセンサデータの提供が要求されていない場合（センサデー
タの提供が解除されている場合）、そのサンプリング周期に対応付けられている要求フラ
グはオフ(off（0及び1のうちの、例えば、0）にされる。
【０１７１】
　サンプリング周期に対応付けられている初期値は、そのサンプリング周期に対応付けら
れている残カウント値に設定される初期値である。すなわち、所定のサンプリング周期に
対応付けられている残カウント値が0になると、その残カウント値は、所定のサンプリン
グ周期に対応付けられている初期値に初期化される。
【０１７２】
　サンプリング周期に対応付けられている残カウント値は、基準周期Tごとに、1だけデク
リメントされる。この残カウント値のデクリメントにより、管理テーブルに登録されてい
る各サンプリング周期がカウントされる。
【０１７３】
　ここで、本実施の形態では、センサデータのサンプリング周期は、基準周期Tの整数倍k
であるk×Tで表されるが、k×Tのサンプリング周期に対応付けられる初期値には、kが採
用される。
【０１７４】
　k×Tのサンプリング周期に対応付けられている残カウント値は、初期値kに初期化され
、その後、基準周期Tごとに、1だけデクリメントされていく。
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【０１７５】
　その結果、k×Tのサンプリング周期に対応付けられている残カウント値が0になるタイ
ミングは、k×Tのサンプリング周期のタイミングとなる。
【０１７６】
　図１２は、図１０のCPUコア４２がセンサデータ提供プログラムを実行することにより
、サブCPU４０で行われるセンサデータ提供処理を説明するフローチャートである。
【０１７７】
　CPUコア４２は、サブCPU４０の起動後、センサデータ提供プログラムを実行し、これに
より、サブCPU４０では、センサデータ提供処理が行われる。
【０１７８】
　センサデータ提供処理では、管理テーブル（図１１）がRAM４３に記憶される。なお、
センサデータ提供処理の開始直後では、例えば、管理テーブルの要求フラグは、すべてオ
フにされ、管理テーブルの残カウント値は、すべて初期値に初期化される。
【０１７９】
　センサデータ提供処理では、ステップＳ７１において、CPUコア４２が、タイマ４１を
起動し、これにより、タイマ４１が、基準周期Tを繰り返し計時することを開始する。
【０１８０】
　その後、処理は、ステップＳ７１からステップＳ７２に進み、CPUコア４２は、（タイ
マ４１の起動、又は、タイマ４１による前回の基準周期Tの計時から）基準周期Tが経過し
たかどうかを判定する。
【０１８１】
　ステップＳ７２において、基準周期Tが経過していないと判定された場合、処理は、ス
テップＳ７３をスキップして、ステップＳ７４に進む。
【０１８２】
　また、ステップＳ７２において、基準周期Tが経過したと判定された場合、処理は、ス
テップＳ７３に進み、CPUコア４２は、タイマ割り込みを発生し、処理は、ステップＳ７
４に進む。ここで、タイマ割り込みの発生によって、後述するタイマ割り込み処理が行わ
れる。
【０１８３】
　ステップＳ７４では、CPUコア４２は、メインCPU２０から、センサデータの提供の要求
（提供要求（コマンド））、又は、センサデータの提供の解除の要求（解除要求（コマン
ド））があったかどうかを判定する。
【０１８４】
　ステップＳ７４において、提供要求、及び、解除要求のいずれもないと判定された場合
、処理は、ステップＳ７５をスキップして、ステップＳ７２に戻り、以下、同様の処理が
繰り返される。
【０１８５】
　また、ステップＳ７４において、提供要求、又は、解除要求があったと判定された場合
、処理は、ステップＳ７５に進み、CPUコア４２は、提供要求、又は、解除要求に応じて
、管理テーブルを更新して、処理は、ステップＳ７２に戻る。
【０１８６】
　ここで、ステップＳ７５の管理テーブルの更新では、提供要求があった場合には、管理
テーブルにおいて、提供要求によって提供が要求されたセンサデータのサンプリング周期
に対応付けられている要求フラグが、センサデータの提供を表すオンに設定される。さら
に、提供要求によって提供が要求されたセンサデータのサンプリング周期に対応付けられ
ている残カウント値が、初期値に初期化される。
【０１８７】
　また、解除要求があった場合には、管理テーブルにおいて、解除要求によって提供の解
除が要求されたセンサデータのサンプリング周期に対応付けられている要求フラグが、セ
ンサデータの提供の解除（キャンセル）を表すオフに設定される。
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【０１８８】
　図１３は、図１２のステップＳ７３のタイマ割り込みの発生によって行われるタイマ割
り込み処理を説明するフローチャートである。
【０１８９】
　タイマ割り込み処理では、ステップＳ８１において、CPUコア４２が、管理テーブル（
図１１）のすべての残カウント値を、1だけデクリメントして、処理は、ステップＳ８２
に進む。
【０１９０】
　ステップＳ８２では、CPUコア４２は、管理テーブルを参照することにより、（現在の
タイミングが、）メインCPU２０で実行されている、いずれかのアプリケーションからセ
ンサデータが要求されているタイミングであるかどうかを判定する。
【０１９１】
　ステップＳ８２において、いずれかのアプリケーションからセンサデータが要求されて
いるタイミングでないと判定された場合、タイマ割り込み処理を終了してリターンする。
【０１９２】
　また、ステップＳ８２において、いずれかのアプリケーションからセンサデータが要求
されているタイミングであると判定された場合、すなわち、管理テーブル（図１１）にお
いて、要求フラグがオンで、残カウント値が0になっているサンプリング周期（以下、該
当サンプリング周期ともいう）が存在する場合、処理は、ステップＳ８３に進み、CPUコ
ア４２は、センサI/Oを制御して、センサ１１ｎからのセンサデータを取得させて、処理
は、ステップＳ８４に進む。
【０１９３】
　ステップＳ８４では、CPUコア４２は、管理テーブルの該当サンプリング周期に対応付
けられている残カウント値を、その該当サンプリング周期に対応付けられている初期値に
初期化して、処理は、ステップＳ８５に進む。
【０１９４】
　ここで、該当サンプリング周期になっているサンプリング周期は、１つのサンプリング
周期であるとは限らず、複数のサンプリング周期が該当サンプリング周期になっているこ
とがある。複数のサンプリング周期が該当サンプリング周期になっている場合、ステップ
Ｓ８４では、その、該当サンプリング周期になっている複数のサンプリング周期それぞれ
について、残カウント値が初期化される。
【０１９５】
　ステップＳ８５では、CPUコア４２は、管理テーブルを参照することにより、該当サン
プリング周期（になっているサンプリング周期）のインデクスを認識し、そのインデクス
の論理和を、ステップＳ８３で取得されたセンサデータの周期情報として求め、処理は、
ステップＳ８６に進む。
【０１９６】
　ステップＳ８６では、CPUコア４２は、例えば、ステップＳ８３で取得されたセンサデ
ータに、ステップＳ８５で生成された周期情報を付加することにより、1個のデータにま
とめ、コミュニケーションI/O４６を制御することにより、メインCPU２０に送信させて、
タイマ割り込み処理を終了してリターンする。
【０１９７】
　＜インデクス、及び、周期情報の他の例＞
【０１９８】
　図１４は、サンプリング周期のインデクスと、周期情報とを説明する図である。
【０１９９】
　図８では、サンプリング周波数として、基準周期Tの、1ずつ増加する整数倍kの周期で
ある1T，2T，3T，4T，5T、及び、6Tを採用したが、サンプリング周期としては、その他、
例えば、基準周期Tの、2のべき乗倍2kの周期である、例えば、20×T，21×T，22×T，23

×T，24×T、及び、25×Tを採用することができる。
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【０２００】
　図１４は、基準周期Tの、2のべき乗倍2kの周期である20×T，21×T，22×T，23×T，24

×T、及び、25×Tそれぞれをサンプリング周期とする場合の、センサデータをサンプリン
グするタイミング（図中、矢印で示す部分）を示している。
【０２０１】
　図１４では、20×Tないし25×Tのサンプリング周期のタイミングすべてが一致する、あ
る時刻を、時刻t0として、時刻t0から、基準周期Tのm倍の時間だけ経過した時刻を、時刻
tmと表してある。
【０２０２】
　図１４のように、基準周期Tの、2のべき乗倍2kの周期を、サンプリング周期に採用する
場合には、サンプリング周期を、例えば、1T,2T,3T,4T,5T,6Tのように、基準周期T単位で
指定することは困難になるが、図８のように、基準周期Tの、1ずつ増加する整数倍kの周
期を、サンプリング周期に採用する場合に比較して、例えば、20×Tないし25×Tのような
、広範囲な周期の中から、サンプリング周期を指定することが可能となる。
【０２０３】
　図１４では、サンプリング周期のインデクスとして、例えば、シーケンシャルな整数が
採用されている。
【０２０４】
　すなわち、図１４では、例えば、20×Tのサンプリング周期のインデクスとして1が、21

×Tのサンプリング周期のインデクスとして2が、22×Tのサンプリング周期のインデクス
として3が、23×Tのサンプリング周期のインデクスとして4が、24×Tのサンプリング周期
のインデクスとして5が、25×Tのサンプリング周期のインデクスとして6が、それぞれ採
用されている。
【０２０５】
　サンプリング周期のインデクスとして、シーケンシャルな整数を採用する場合、周期情
報としては、例えば、図８で説明した、センサデータをサンプリングしたタイミングが該
当するサンプリング周期のインデクスの系列を採用することができる。
【０２０６】
　この場合、図１４において、例えば、時刻t8は、20×T，21×T，22×T、及び、23×Tの
サンプリング周期それぞれのタイミングに該当し、したがって、時刻t8に、センサデータ
がサンプリングされたときには、そのセンサデータの周期情報は、20×Tのサンプリング
周期のインデクス1、21×Tのサンプリング周期のインデクス2、22×Tのサンプリング周期
のインデクス3、及び、23×Tのサンプリング周期のインデクス4を並べた1234となる。
【０２０７】
　ところで、図１４に示したように、基準周期Tの、2のべき乗倍2kの周期である20×Tな
いし25×Tを、サンプリング周期に採用する場合には、基準周期Tの、ある2のべき乗倍2A

のサンプリング周期2A×Tのタイミングは、必ず、基準周期Tの、2A未満の2のべき乗倍2B

のサンプリング周期2B×Tのタイミングにもなっている（A＞B）。
【０２０８】
　すなわち、図１４において、例えば、時刻t8は、サンプリング周期23×Tのタイミング
に該当するが、サンプリング周期23×T未満のサンプリング周期20×T，21×T，22×Tそれ
ぞれのタイミングにも、必ず該当する。
【０２０９】
　また、例えば、時刻t4は（時刻t12及びt20も同様）は、サンプリング周期22×Tのタイ
ミングに該当するが、サンプリング周期22×T未満のサンプリング周期20×T，21×Tそれ
ぞれのタイミングにも、必ず該当する。
【０２１０】
　以上のように、基準周期Tの、2のべき乗倍2kの周期である20×Tないし25×Tを、サンプ
リング周期に採用する場合には、あるサンプリング周期2A×Tのタイミングは、必ず、そ
のサンプリング周期2A×T未満のサンプリング周期2B×Tのタイミングにもなっている。し
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たがって、周期情報として、センサデータをサンプリングしたタイミングが該当するサン
プリング周期のインデクスの系列を採用するときには、その周期情報としてのサンプリン
グ周期のインデクスの系列は、最大のサンプリング周期のインデクスに圧縮することがで
きる。
【０２１１】
　すなわち、例えば、上述したように、時刻t8は、20×T，21×T，22×T、及び、23×Tの
サンプリング周期それぞれのタイミングに該当するので、時刻t8に、センサデータがサン
プリングされたときには、そのセンサデータの周期情報は、20×Tのサンプリング周期の
インデクス1、21×Tのサンプリング周期のインデクス2、22×Tのサンプリング周期のイン
デクス3、及び、23×Tのサンプリング周期のインデクス4を並べた1234となる。
【０２１２】
　この周期情報1234は、時刻t8が該当するサンプリング周期20×T，21×T，22×T、及び
、23×T、すなわち、時刻t8にセンサデータがサンプリングされた場合に、そのセンサデ
ータがサンプリングされたタイミングが該当するサンプリング周期20×T，21×T，22×T
、及び、23×Tのうちの最大のサンプリング周期23×Tのインデクス4に圧縮することがで
きる。
【０２１３】
　メインCPU２０が、センサデータとともに周期情報4を受信した場合、その周期情報4か
ら、センサデータがサンプリングされたタイミングが、インデクスが4のサンプリング周
期23×Tのタイミングであること、すなわち、センサデータが、インデクスが4のサンプリ
ング周期23×Tのタイミングでサンプリングされたセンサデータであることを認識するこ
とができる。
【０２１４】
　さらに、センサデータがサンプリングされたタイミングが、サンプリング周期23×Tの
タイミングであることから、そのセンサデータがサンプリングされたタイミングが、サン
プリング周期23×T未満のサンプリング周期20×T，21×T、及び、22×Tそれぞれのタイミ
ングでもあることを認識することができる。
【０２１５】
　以上のように、基準周期Tの、2のべき乗倍2kの周期を、サンプリング周期に採用し、周
期情報を、センサデータがサンプリングされたタイミングが該当する１つ以上のサンプリ
ング周期のうちの最大のサンプリング周期のインデクスに圧縮する場合には、各時刻で、
センサデータがサンプリングされたときの周期情報は、図１４に示すようになる。
【０２１６】
　すなわち、サンプリング周期20×Tのタイミングにのみ該当する時刻t1等でサンプリン
グされるセンサデータの周期情報は、サンプリング周期20×T（のうちの最大のサンプリ
ング周期20×T）のインデクス1となる。
【０２１７】
　また、サンプリング周期20×T及び21×Tのタイミングにのみ該当する時刻t2等でサンプ
リングされるセンサデータの周期情報は、サンプリング周期20×T及び21×Tのうちの最大
のサンプリング周期21×Tのインデクス2となる。
【０２１８】
　さらに、サンプリング周期20×T，21×T、及び、22×Tのタイミングにのみ該当する時
刻t4等でサンプリングされるセンサデータの周期情報は、サンプリング周期20×Tないし2
2×Tのうちの最大のサンプリング周期22×Tのインデクス3となる。
【０２１９】
　また、サンプリング周期20×T，21×T，22×T、及び、23×Tのタイミングにのみ該当す
る時刻t8等でサンプリングされるセンサデータの周期情報は、サンプリング周期20×Tな
いし23×Tのうちの最大のサンプリング周期23×Tのインデクス4となる。
【０２２０】
　さらに、サンプリング周期20×T，21×T，22×T，23×T、及び、24×Tのタイミングに
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のみ該当する時刻t16等でサンプリングされるセンサデータの周期情報は、サンプリング
周期20×Tないし24×Tのうちの最大のサンプリング周期24×Tのインデクス5となる。
【０２２１】
　そして、サンプリング周期20×T，21×T，22×T，23×T，24×T，25×Tのタイミングの
すべてに該当する時刻t0等でサンプリングされるセンサデータの周期情報は、サンプリン
グ周期20×Tないし25×Tのうちの最大のサンプリング周期25×Tのインデクス6となる。
【０２２２】
　なお、図１４では、センサデータを取得（サンプリング）するサンプリング周期として
、基準周期Tの、2のべき乗倍2kの周期を採用したが、サンプリング周期としては、その他
、例えば、2以外の3や5等の所定の整数のべき乗倍の周期を採用することができる。
【０２２３】
　また、図１４では、サンプリング周期のインデクスとして、シーケンシャルな整数を採
用したが、図１４でも、図８の場合と同様に、1ビットオンビット列を、サンプリング周
期のインデクスとして採用することができる。
【０２２４】
　＜サブCPU４０の第２のハードウェア構成例＞
【０２２５】
　図１５は、図７のサブCPU４０の第２のハードウェア構成例を示すブロック図である。
【０２２６】
　なお、図中、図１０の場合と対応する部分については、同一の符号を付してあり、以下
では、その説明は、適宜省略する。
【０２２７】
　図１５において、サブCPU４０は、CPUコア４２、RAM４３、ROM４４、センサI/O４５、
及び、コミュニケーションI/O４６を有する点で、図１０の場合と共通する。
【０２２８】
　但し、図１５では、サブCPU４０は、タイマ４１を有しておらず、センサデータ取得制
御部５０、周期情報生成部５６、及び、周期情報付加部５７を、新たに有する点で、図１
０の場合と相違する。
【０２２９】
　ここで、図１０のサブCPU４０では、ソフトウェアにより、すなわち、CPUコア４２がセ
ンサデータ提供プログラムを実行することにより、アプリケーションからセンサデータが
要求されているタイミングの判定（図１３のステップＳ８２）、すなわち、センサデータ
のサンプリングのタイミングの生成が行われるが、センサデータのサンプリングのタイミ
ングの生成は、ハードウェアにより行うことができる。
【０２３０】
　図１５では、センサデータのサンプリングのタイミングの生成が、ハードウェアである
センサデータ取得制御部５０（を構成する後述するタイミング生成部５１、及び、カウン
タ制御部５２）により行われる。
【０２３１】
　また、図１０のサブCPU４０では、ソフトウェアにより、センサI/O４５によるセンサデ
ータの取得が制御されるが（図１３のステップＳ８３）、センサI/O４５によるセンサデ
ータの取得の制御は、ハードウェアにより行うことができる。
【０２３２】
　図１５では、センサI/O４５によるセンサデータの取得の制御が、ハードウェアである
センサデータ取得制御部５０（を構成する後述するセンサI/O制御部５３）により行われ
る。
【０２３３】
　さらに、図１０のサブCPU４０では、ソフトウェアにより、センサデータに、そのセン
サデータの周期情報が付加されるが、センサデータへの、周期情報の付加は、ハードウェ
アにより行うことができる。
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【０２３４】
　図１５では、ハードウェアである周期情報付加部５７により、センサデータへの、周期
情報の付加が行われ、周期情報が付加されたセンサデータが、RAM４３に記憶される。
【０２３５】
　以上のように、図１０において、ソフトウェアで行われている処理の一部を、ハードウ
ェアで行うことにより、その分、CPUコア４２の負荷を軽減し、低消費電力化を図ること
ができる。
【０２３６】
　図１５において、センサデータ取得制御部５０は、メインCPU２０（アプリケーション
）から要求されたサンプリング周期のタイミングで、センサ１１ｎから、センサデータを
取得するように、センサI/O４５を制御する。
【０２３７】
　すなわち、センサデータ取得制御部５０は、タイミング生成部５１、カウンタ制御部５
２、及び、センサI/O制御部５３を有する。
【０２３８】
　タイミング制御部５１は、基準周期Tのクロックを生成し、カウンタ制御部５２に供給
する。
【０２３９】
　カウンタ制御部５２は、バスに接続されており、カウンタ制御部５２には、コミュニケ
ーションI/O４６及びバスを介して、メインCPU２０からの、センサデータの提供の要求（
提供要求）や、センサデータの提供の解除の要求（解除要求）が供給される。
【０２４０】
　カウンタ制御部５２は、図示せぬカウンタを内蔵しており、そのカウンタによって、タ
イミング制御部５１からのクロックをカウントする。
【０２４１】
　そして、カウンタ制御部５２は、カウンタのカウント値に基づいて、メインCPU２０か
ら提供要求があり、かつ、まだ解除要求がないセンサデータのサンプリング周期のタイミ
ングを表すタイミング信号を生成し、センサI/O制御部５３に供給する。
【０２４２】
　さらに、カウンタ制御部５２は、タイミング信号が表すタイミングが該当するサンプリ
ング周期のインデクスを、周期情報生成部５６に供給する。
【０２４３】
　センサI/O制御部５３は、カウンタ制御部５２から供給されるタイミング信号に従って
、センサI/O４５を制御することにより、センサ１１ｎから、センサデータを取得させる
。
【０２４４】
　ここで、図１５では、センサI/O４５は、センサI/O制御部５３の制御に従って、センサ
データを取得（サンプリング）するが、そのセンサデータは、センサI/O４５から、周期
情報付加部５７に供給される。
【０２４５】
　周期情報生成部５６は、カウンタ制御部５２からのサンプリング周期のインデクスから
、周期情報を生成し、周期情報付加部５７に供給する。
【０２４６】
　ここで、周期情報としては、上述したように、サンプリング周期のインデクスの系列や
、インデクスの論理和を採用することができる。また、周期情報として、サンプリング周
期のインデクスの系列を採用する場合には、その周期情報は、上述したように圧縮可能で
あれば、圧縮することができる。
【０２４７】
　周期情報付加部５７は、センサI/O４５から供給されるセンサデータを、周期情報生成
部５６から供給される周期情報とともに出力する出力部として機能する。
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【０２４８】
　すなわち、周期情報付加部５７は、センサI/O４５から供給されるセンサデータに、周
期情報生成部５６から供給される周期情報を付加する。そして、周期情報付加部５７は、
周期情報が付加されたセンサデータ（以下、周期情報付きセンサデータともいう）を、バ
スを介して、RAM４３に供給して記憶させる。
【０２４９】
　ここで、RAM４３に記憶された周期情報付きセンサデータは、バスを介して、コミュニ
ケーションI/O４６から、メインCPU２０に送信される。
【０２５０】
　以上のように構成されるサブCPU４０では、タイミング制御部５１は、基準周期Tのクロ
ックを生成し、カウンタ制御部５２に供給する。
【０２５１】
　カウンタ制御部５２は、内蔵する図示せぬカウンタによって、タイミング制御部５１か
らのクロックのカウントを開始する。
【０２５２】
　そして、カウンタ制御部５２は、バスを介して、メインCPU２０から、センサデータの
提供の要求（提供要求）があると、カウンタのカウント値に基づいて、メインCPU２０か
ら提供要求があったセンサデータのサンプリング周期のタイミングを表すタイミング信号
を生成し、センサI/O制御部５３に供給する。
【０２５３】
　さらに、カウンタ制御部５２は、タイミング信号が表すタイミングが該当するサンプリ
ング周期のインデクスを、周期情報生成部５６に供給する。
【０２５４】
　センサI/O制御部５３は、カウンタ制御部５２から供給されるタイミング信号に従って
、センサI/O４５を制御することにより、センサ１１ｎから、センサデータを取得させる
。
【０２５５】
　センサI/O４５で取得されたセンサデータは、センサI/O４５から、周期情報付加部５７
に供給される。
【０２５６】
　一方、周期情報生成部５６は、カウンタ制御部５２からのサンプリング周期のインデク
スから、周期情報を生成し、周期情報付加部５７に供給する。
【０２５７】
　周期情報付加部５７は、センサI/O４５からのセンサデータに、周期情報生成部５６か
らの周期情報を付加し、その結果得られる周期情報付きセンサデータを、バスを介して、
RAM４３に転送して記憶させる。
【０２５８】
　周期情報付加部５７は、周期情報付きセンサデータの、RAM４３への転送を完了すると
、その旨を表す転送完了通知を、CPUコア４２に送信する。
【０２５９】
　CPUコア４２は、周期情報付加部５７からの転送完了通知を受信すると、コミュニケー
ションI/O４６を制御することにより、RAM４３に記憶された周期情報付きセンサデータを
、メインCPU２０に送信させる。
【０２６０】
　ここで、本明細書において、コンピュータ（プロセッサ）（CPU）がプログラムに従っ
て行う処理は、必ずしもフローチャートとして記載された順序に沿って時系列に行われる
必要はない。すなわち、コンピュータがプログラムに従って行う処理は、並列的あるいは
個別に実行される処理（例えば、並列処理あるいはオブジェクトによる処理）も含む。
【０２６１】
　また、プログラムは、１のコンピュータにより処理されるものであっても良いし、複数
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のコンピュータによって分散処理されるものであっても良い。さらに、プログラムは、遠
方のコンピュータに転送されて実行されるものであっても良い。
【０２６２】
　なお、本技術の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本技術
の要旨を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【０２６３】
　例えば、本実施の形態では、サンプリング周期と、そのサンプリング周期のインデクス
との対応関係が、固定であり（変動せず）、かつ、その固定の対応関係をメインCPU２０
が認識していることを、暗黙の前提としているが、サンプリング周期とインデクスとの対
応関係は、変更可能とすることができる。
【０２６４】
　すなわち、例えば、サブCPU４０が、1T,2T,・・・,1000Tの1000個のサンプリング周期
を採用し得る場合（1000個のサンプリング周期のセンサデータの提供が可能である場合）
において、いままで、メインCPU２０から、2Tデータの提供を要求されていたが、その2T
データの提供が解除され、その後、1000Tデータの提供を要求されたときには、サブCPU４
０において、サンプリング周期とインデクスとの対応関係を変更し、いままで2Tデータの
インデクスとして用いられていた値Vを、1000Tデータのインデクスとして用いることがで
きる。
【０２６５】
　サンプリング周期とインデクスとの対応関係を、変更可能とした場合、その対応関係の
変更が行われたときには、その変更後の対応関係を、サブCPU４０からメインCPU２０に知
らせる処理が必要になる。但し、インデクスについては、そのインデクスとして用いる値
のビット数を少なくすることができる。
【０２６６】
　すなわち、例えば、サンプリング周期のインデクスとして、1ビットオンビット列を採
用する場合、サンプリング周期とインデクスとの対応関係を固定にすると、サブCPU４０
が、1Tないし1000Tの1000個のサンプリング周期を採用し得るときには、インデクスとし
ての1ビットオンビット列は、1000ビットという膨大なビット数になる。
【０２６７】
　サンプリング周期とインデクスとの対応関係を、変更可能とすることにより、時間をず
らして、異なるサンプリング周期に対して、同一の値のインデクスを対応付けることが可
能となり、インデクスとしての1ビットオンビット列が膨大なビット数になることを防止
することができる。
【０２６８】
　すなわち、例えば、サブCPU４０が、1Tないし1000Tの1000個のサンプリング周期を採用
し得るが、同時に提供することができるサンプリングデータのサンプリング周期がP（＜1
000）個である場合には、サンプリング周期とインデクスとの対応関係を、変更可能とす
ることにより、インデクスとしての1ビットオンビット列のビット数を、Pビットにするこ
とができる。
【０２６９】
　また、本実施の形態では、センサ１１ｎからセンサデータを取得して提供するセンサデ
ータ取得ブロックとしてのサブCPU４０と、センサデータの提供を受けるセンサデータ受
信ブロックとしてのメインCPU２０とが、携帯端末という1個の筐体内に存在する場合を例
に、本技術を説明したが、本技術は、その他、例えば、センサデータ取得ブロックと、セ
ンサデータ受信ブロックとが異なる装置に存在し、センサデータ取得ブロックが存在する
装置から、センサデータ受信ブロックが存在する装置に、ネットワークを介して、センサ
データを提供する場合にも適用することができる。
【０２７０】
　さらに、本技術は、メインCPU２０とサブCPU４０とが、別個のIC(Integrated Circuit)
チップとして構成される場合にも、複数のCPUが1個のICチップに含められるマルチCPU構



(26) JP 6020092 B2 2016.11.2

10

20

30

40

50

成のICチップとして構成される場合にも、適用することができる。メインCPU２０とサブC
PU４０とが、マルチCPU構成の1個のICチップとして構成される場合、その1個のICチップ
において、メインCPU２０とサブCPU４０との間の通信路は、そのメインCPU２０とサブCPU
４０とで共有されるメモリ（共有メモリ）という形で実装することができる。
【０２７１】
　また、本実施の形態では、センサ１１ｎからセンサデータを取得して提供するセンサデ
ータ取得ブロックとして、ソフトウェアにより各種の処理の実行が可能なCPUであるサブC
PU４０を採用したが、センサデータ取得ブロックとしては、その他、例えば、センサ１１

ｎからセンサデータを取得して提供する用途に特化してハードウェア化されたICを採用す
ることができる。
【０２７２】
　さらに、本実施の形態では、説明を簡単にするために、センサ１１１ないし１１Ｎ（図
３）のうちの1個のセンサ１１ｎからセンサデータを取得することとしたが、本技術は、
複数のセンサから同時にセンサデータを取得する場合にも適用することができる。複数の
センサから同時にセンサデータを取得して提供するのに、管理テーブル（図１１）を用い
る場合、管理テーブルは、センサごとに用意され、センサからのセンサデータの取得、及
び、提供は、そのセンサの管理テーブルを用いて行われる。
【０２７３】
　なお、本技術は、以下のような構成をとることができる。
【０２７４】
　＜１＞
　物理量をセンシングし、その物理量を表すセンサデータを出力するセンサから、１つ以
上のサンプリング周期それぞれのタイミングで、前記センサデータを取得する取得制御を
行う取得制御部と、
　前記センサデータを、そのセンサデータを取得したタイミングが該当する前記サンプリ
ング周期を表す周期情報とともに出力する出力部と
　を備えるデータ処理装置。
　＜２＞
　前記取得制御部は、所定の基準周期の所定数倍の、１つ以上の前記サンプリング周期の
タイミングで、前記センサデータを取得する取得制御を行う
　＜１＞に記載のデータ処理装置。
　＜３＞
　前記取得制御部は、所定の基準周期の、所定の整数のべき乗倍の前記サンプリング周期
のタイミングで、前記センサデータを取得する取得制御を行う
　＜２＞に記載のデータ処理装置。
　＜４＞
　前記取得制御部は、所定の基準周期の、2のべき乗倍の前記サンプリング周期のタイミ
ングで、前記センサデータを取得する取得制御を行う
　＜３＞に記載のデータ処理装置。
　＜５＞
　前記センサデータを取得したタイミングが該当する１つ以上の前記サンプリング周期の
うちの最大のサンプリング周期を表す情報を、前記センサデータとともに出力する前記周
期情報として生成する生成部をさらに備える
　＜４＞に記載のデータ処理装置。
　＜６＞
　前記サンプリング周期を表す情報は、1ビットだけがたったビット列であり、
　前記センサデータを取得したタイミングが該当する１つ以上の前記サンプリング周期そ
れぞれを表す前記ビット列の論理和を、前記センサデータとともに出力する前記周期情報
として生成する生成部をさらに備える
　＜２＞ないし＜４＞のいずれかに記載のデータ処理装置。
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　＜７＞
　前記取得制御部は、前記センサデータを利用するアプリケーションが要求する前記サン
プリング周期のタイミングで、前記センサデータを取得する取得制御を行う
　＜１＞ないし＜６＞のいずれかに記載のデータ処理装置。
　＜８＞
　前記センサデータと前記周期情報とを、前記センサデータを要求するアプリケーション
を実行するプロセッサに提供する
　＜１＞ないし＜７＞のいずれかに記載のデータ処理装置。
　＜９＞
　物理量をセンシングし、その物理量を表すセンサデータを出力するセンサから、１つ以
上のサンプリング周期それぞれのタイミングで、前記センサデータを取得し、
　前記センサデータを、そのセンサデータを取得したタイミングが該当する前記サンプリ
ング周期を表す周期情報とともに出力する
　ステップを含むデータ処理方法。
　＜１０＞
　物理量をセンシングし、その物理量を表すセンサデータを出力するセンサから、１つ以
上のサンプリング周期それぞれのタイミングで、前記センサデータを取得する取得制御を
行う取得制御部と、
　前記センサデータを、そのセンサデータを取得したタイミングが該当する前記サンプリ
ング周期を表す周期情報とともに出力する出力部と
　して、コンピュータを機能させるためのプログラム。
【符号の説明】
【０２７５】
　１０　センサ部，　１１１ないし１１Ｎ　センサ，　２０　メインCPU，　３０，４０
　サブCPU，　４１　タイマ，　４２　CPUコア，　４３　RAM，　４４　ROM，　４５　セ
ンサI/O，　４６　コミュニケーションI/O，　５０　センサデータ取得制御部，　５１　
タイミング生成部，　５２　カウンタ制御部，　５３　センサI/O制御部，　５６　周期
情報生成部，　５７　周期情報付加部
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